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安全設計ガイドライン(SDG)へ反映すべき重要な項目の内、格納系に関連する「⑭格納バウンダリの形成

と荷重」の概要を、対応する我が国の次世代 SFR の設計概念を踏まえて説明する。 
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1. 緒言 第 4 世代 SFR を対象とした系統別の安全設計ガイドライン（SDG）構築に係り、軽水炉との違い

や我が国の次世代 SFRの設計概念の特徴を踏まえ抽出した 14項目の要点について、SDGとして記載すべき

内容の検討を行っている。ここでは、格納系に関係する「⑭格納バウンダリの形成と荷重」について、SDG

の構築に資するための検討を行った。 

2. 軽水炉と SFR の相違点 格納系の項目⑭の要点を対象に、軽水炉（PWR）と SFR の設計上の相違点を整

理した。格納バウンダリの形成に関しては、中間熱交換器等の 1 次系と 2 次系のバウンダリも格納バウン

ダリの一部を構成すること等を挙げた。また、格納容器への負荷要因としては、ナトリウム漏えい燃焼に

よる熱的な負荷や、漏えいナトリウムとコンクリートの化学反応等で発生する水素の燃焼による熱的・機

械的な負荷があり、その防止・緩和対策が重要であること等を挙げた。 

3. 次世代 SFR の設計概念を踏まえた SDG 安全階層上の上位要件（安全設計クライテリア(SDC)[1]）など

の要求事項を基に格納系 SDG の記載を体系的に検討した。項目⑭の SDG の記載案を表に示す。基本機能と

して、「放射性物質の閉じ込め」「外部事象及び人為事象からの原子炉の防護」「放射線遮蔽」を挙げた。格

納系への負荷の可能性のうち、「燃料の溶融再臨界に伴う機械的エネルギー」「デブリ・コンクリート相互

作用」に対しては、実質的に回避できるように、炉心系及び冷却材系における防護対策等を施すことを推

奨要件とした。これを受け、負荷要因の候補を「ガス状 FP の発熱」「ナトリウム漏えい・燃焼」「水素燃焼」

とした。ナトリウム漏えい・燃焼対策への推奨要件としては、機械的・熱的破損防止やエアロゾル影響へ

の配慮、反応生成物による腐食への配慮を挙げた。また、水素燃焼対策への推奨要件としては、水系統設

備との接触防止、水素発生・燃焼の評価と必要に応じた燃焼抑制のための設備設計を挙げた。 

4. 結論 系統別 SDG の内、格納系 SDG

の内容を検討し整理した。本報告は、経

済産業省からの受託事業である「高速炉

等技術開発」の一環として実施した成果

を含む。 
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表 項目⑭「格納バウンダリの形成と荷重」の記載
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